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夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
　8月24日（土）、板野町田園パーク町民ス
ポーツガーデンで「夏期巡回ラジオ体操・み
んなの体操会」が行われました。
　早朝から711人が集まり、テレビやラジオ
でおなじみの多胡肇先生の体操指導と、ピア
ノ演奏の能條貴大先生の歌唱指導のもと、生
放送に臨みました。
　放送本番では、板野町の紹介や参加者の皆
さんの元気な歌声とかけ声をお届けすること
ができました。
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●板野町防災訓練が実施されました    2
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板野町防災訓練
　9月 7日（土）、東地区・東公会堂、西地区・冨士ファニチアふれあいプラザ（町民ふれあいプラザ）、南地区・
南公民館において板野町防災訓練が行われました。
　午前 8時50分に町内で大地震を観測し、避難所が開設されたとの想定で避難訓練が行われ、約220人の
町民の方が参加しました。
　避難所となった 3箇所では、避難所用テント・トイレの設営、自動トイレの説明、段ボールベッドの展
示や新聞スリッパ作成などが実施されました。地域の子どもたちなど幅広い年齢の方々が参加され、町職
員からの説明を熱心に聞いていました。

 東地区

左から合田小梅選手、明松大樹選手

 南地区  西地区

板野町教育委員に上田敎夫氏を選任
　板野町議会定例会が 9月 2日より開催され、教育委員の任期満了に伴う
選任を審議し同意されました。その結果、上田敎夫氏が選任されました。
　任期は、令和元年10月 1日から令和 5年 9月30日までです。

上 田 敎 夫 氏（中久保）
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板野町へのご寄付
ありがとうございました
　大島義弘さん、大島サヤ子さん
（大寺）から、板野町の発展のた
めにと、20万円のご寄付をいただ
きました。
　いただきましたご厚意は、町の発
展のために活用させていただきます。
　ありがとうございました。

　10月 7日（月）から13日（日）までは「行政相談週間」です。
　行政相談週間は、行政相談制度を広く国民の皆さんにお知らせして
お気軽に利用していただくために、総務省が、全国一斉に実施してい
るものです。
　板野町では、この行政相談週間の一環として、行政相談委員が次の
とおり行政相談所を開設します。
　役所の仕事について、「苦情
がある」、「困っている」、「こう
してほしい」、「役所の説明や対
応に納得がいかない」、「どこ
に相談してよいか分からない」、
「制度や仕組みが分からない」
など、お困りの場合はお気軽に
ご相談ください。
　相談は無料で、秘密は固く守
られます。

行政相談所
日　時　10月 9日（水）
　　　　午後 1時30分～ 4時

場　所　板野町町民センター

担　当　行政相談委員
　　　　大道　　斉さん
　　　　多田　令修さん

　9月 1日（日）、文化の館さくらホールにおいて板野町消費生活相談所開設10年記念式典を行いました。
　当日は、ご来賓・町民の皆様約370名にお越しいただき、小中学校「消費生活に関する夏休み課題」優秀
作品の表彰式をはじめ、消費生活相談所の活動報告のほか、藍染め工房 saai dye studioの活動発表、板
野中学校によるゴーヤカーテンの研究発表を行いました。
　また、板野高等学校演劇部によるパフォーマンスや板野町老人クラブ連合会女性部さゆりーずによる寸
劇「訪問購入トラブルの巻」で会場を盛り上げてくれました。
　さらに、四国大学短期大学部の加渡いづみ教授より「板野町から未来へ発信～消費者がつくる持続可能
な社会～」と題して記念講演を行っていただき、持続可能な社会の実現に向けて自分たちにできることを
教えていただきました。
　視聴覚室では、小中学校「消費生活に関する夏休みの課題」作品の展示やエシカル座談会参加団体の活
動展示なども行いました。
　参加者からは、「エシカル消費を楽しく、わかりやすく知ることができた」「小さなことからコツコツと
実践していきたい」との声を聞くことができました。

あなたの声をお聴きします

行政相談週間
10月7日
� ～13日

板野町消費生活相談所開設10年記念式典
～あなたの意識で未来は変わる！～

を開催しました
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　今年で31回目となります、「板野町養護老人ホーム祭～し
あわせの里まつり～」を当ホームにおいて開催いたします。
　当日は屋内の会場でボランティアによります歌謡ショー
や舞踊、また、獅子舞などを披露いたします。
　模擬店では一品100円券でたこ焼きやうどんなどを販
売いたします。また、協力団体による出店も行い、最後
には空くじ無しの豪華景品もそろえての抽選大会を行い
ます。町内外を問わずたくさんの方のご来場をお待ちし
ています｡

【日　　時】
　10月26日（土）午前10時～午後 2時

【主な催し】
　（屋内） チアダンス、歌謡ショー、舞踊他、

抽選会 ･ 空くじ無し（ 1等賞自転
車他）

　（屋外） 模擬店、協力団体による出店

　板野町内の隣保館が合同で『ふれあい隣保館まつり』を開催します。隣保館では、地域社会の中で福祉の向
上や人権啓発・住民交流の拠点として、各種事業を行っています。その隣保館が互いに連携して、今後の活動
の活性化と地域間交流の促進を図るために開催します。ぜひ、ご来場ください♪
日　　時　11月 3日（日）午前 9時～
場　　所　板野町総合センター

　芸術・文化・実りの秋。
　板野町文化協会のみなさんが、この一年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。
　作品や舞台を通して交流を深めてみませんか。

場　所 文化の館 入場料 無料

第35回　文　化　展
日　時　11月 9日（土）から 10日（日）
　　　　午前 10時～午後 5時
作　品　写真・書道・盆栽・手芸・洋画・日本画・華道など
チャリティバザー（予定）

第23回　芸　能　祭
日　時　11月 10日（日）午後 1時開演
舞　台　板野町紹介
　　　　三味線・詩吟・コーラス・舞踊・町民音頭など

第31回 しあわせの里まつり　～板野町養護老人ホーム～

お問い合わせ　板野町養護老人ホーム　☎672－0048

お問い合わせ
板野町東公会堂　☎672－2016　　板野町南公会堂　☎672－2011　　板野町総合センター　☎672－3661

お問い合わせ　板野町文化の館　☎672－5888

令和元年度 板 野 町 文 化 祭

第13回 ふれあい隣保館まつり

主な行事　開会行事（午前 9時～）
板野中学校吹奏楽部ミニコンサート
ふれあいスポーツ大会
100円模擬店（午前10時～）
からあげ・フランクフルト・フライドポテト・ジュー
ス・もち・ゲームなど
無料うどん
折り紙体験コーナー（午前10時～）
健康教室（カイロプラクティック）（午前10時～）
手話コーラス・人権クイズ大会（午後 0時～）
講座発表会（午後 1時頃～）
お楽しみ抽選会（講座発表終了後）
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第4回　「あいさつ」でつながる心
板野町内 3小学校と中学校で共通した取り組み

〈板野南小学校の取り組み〉
1　「おはようございます」
　　朝の元気な言葉が１日の明るいスタート
　板野南小学校ではスクールガードや見守り隊の方々の紹介式を
朝会でしています。安心して学校へ通えるようにサポートしてく
ださっている地域の方や保護者の方に感謝の気持ちをこめて元気
に挨拶をする活動を行っています。「朝あいさつすると、とって
も気持ちいいよ。」と言う子どもが増えてきています。

2　「ありがとうございます」
　　心をこめた言葉で学び楽しさ倍増
　板野南小学校では、授業の初めと終わりの挨拶をとても大切に
しています。心の中の言葉を声に出すことで、学ぶ喜びを自分自
身に浸透させるとともに他の人と協働して高め合う契機ともなっ
ています。また、校外活動等の体験的な学習にも力を入れており、
地域の方々から学ぶことで「ふるさと大好き・ありがとう板野」
の気持ちを挨拶の言葉で表し、豊かな心を育てています。人の話
を最後までしっかりと聞ける子・相手の気持ちを温かく受けとめ
る子が増えてきています。

　板野町内の板野東小学校・板野西小学校・板野南小学校と板野中学校は、『あいさつでつながる心』を共通テー
マとして生徒指導に取り組んでいます。板野南小学校では「自分を大切にする子・他の人を大切にする子」を、
めあてにして学校生活を送っています。

　板野町では、地震が起こった時に、全国瞬時警
報システム（Ｊアラート）（※）から送られてくる
国からの緊急情報を確実に皆様へお伝えするた
め、情報伝達訓練を行います。

　町内４９か所に設置してある防災行政無線屋外
スピーカー及び戸別受信機から、一斉に放送され
ますので、本当の災害とお間違えのないようご注
意ください。

１１月５日（火） 午前１０時頃に実施します

注）板野町以外の地域でも、全国的に情報伝達試験が実施
されます。

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送
られてくる緊急情報を、人工衛星などを活用して瞬時に情報伝
達するシステムです。

防災行政無線を使った全国一斉の
緊急地震速報訓練を実施します
防災行政無線を使った全国一斉の
緊急地震速報訓練を実施します

お問い合わせ　役場総務課　☎672－5980

【小型ポンプの部】
優　勝　第三分団　　準優勝　第一分団

　 9月 8日（日）板野町田園パークで町内各地区の消
防分団による操法大会が開催されました。
　第一分団から第四分団までが日頃の練習の成果を発揮
しホースなどを操る速さと巧みさを競い合いました。

板野町消防操法大会
結 果
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高齢者の「見守り安心シール」交付事業
板野郡 5町（板野町・上板町・藍住町・北島町・松茂町）で「見守り安心シール」を交付する事業をはじめます
　一人歩きの高齢者が、何かのきっかけで家に帰れなくなることがあります。このような人のために、個
人が早期に特定できるよう、QRコードが入った「高齢者見守り安心シール」を作成しました。
高齢者見守り安心シールとは
　このシールを衣類や持ち物に貼っておくことにより、行方不明になった際に、発見者がスマートフォ
ン等でQRコードを読み取り、表示された伝言板サイトから発見場所などを入力すると、保護者（介護者）
あてにメールが自動送信されます。
　発見者と保護者は、伝言サイトを介して 24時間365日、直接やりとりができるため、保護者は素早
く迎えに行くことができます。発見者と保護者は、ご自分の住所や電話番号などの個人情報を知らせる
必要はありません。

＜申請＞地域包括支援センターにて申請
利用までの流れ
・ 伝言板サイトに、対象者の既往歴や保護（発見）時に注意していただくこと、発見通知のメー
ルアドレスなど、簡単な情報をスマートフォンで登録します。（登録は職員がお手伝いします。）

・対象者の衣類や持ち物などに見守り安心シールを貼ってください。
・アイロンで衣類などに貼るシール　20枚
・蓄光シール　10枚

＜費用＞無料
【見守り安心シールを貼った高齢者等を発見した方へのお願い】
　衣類や持ち物などに、このシールをつけている方が、ご自宅の住所、電話番号、帰り道が分からない
など、困っている様子を見かけましたら、やさしく声をかけてください。
　スマートフォン等でQRコードを読み取り、表示された伝言板サイトから発見場所などを入力すると、
保護者（介護者）あてにメールが自動送信されます。アクセスしたことで、発見した方の電話番号やメー
ルアドレスなどの個人情報が漏れることはありません。また、QRコードが読み取れない場合は、地域
包括支援センターまでご連絡をお願いします。

【お問い合わせ】　板野町地域包括支援センター　☎672－1026

利用イメージ

シール見本

十
月
六
日

（
第
一
日
曜
日
）

大
坂

西
中
富

十
月
十
三
日

（
第
二
日
曜
日
）

吹
田

川
端
新
田

西
地
区

古
城

十
月
二
十
日

（
第
三
日
曜
日
）

大
寺

岡
ノ
宮

唐
園

中
久
保

古
町

十
月
二
十
七
日

（
第
四
日
曜
日
）

川
端

下
庄

秋
祭
り

　

十
月
は
、
町
内
で
秋
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

豊
作
に
感
謝
し
、
ま
た
獅
子
舞

に
は
、
悪
魔
退
散
を
願
っ
て
奉
納

す
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

7

いたの　すがお
2019年10月号 ●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●



お
　

知
　

ら
　

せ

在宅医療・介護連携推進事業　第 8回一般公開講座

認知症とともに笑顔で生きる
日　時　10月27日（日）
　　　　午後 1時30分～ 3時
場　所　藍住町民シアター
　　　　（藍住町役場 4階）
　　　　藍住町奧野字矢上前52－ 1
定　員　250名　※要申込
〔主催〕　板野郡医師会
〔共催〕　藍住町　松茂町　北島町
　　　　板野町　上板町

お問い合わせ　板野郡医師会　☎692－8836

入場無料

講師　丹野　智文 氏
〔プロフィール〕
1974年　 宮城県生まれ。東北学院大学を卒業
1998年　 トヨタ系列の自動車販売会社に就職
　　　　 トップセールスマンとして活躍
2013年　 39歳で若年性アルツハイマー型認知症と診

断を受ける
2014年　 国内初の当事者団体「日本認知症ワーキン

ググループを設立
2015年　 認知症の人が、不安を持つ当事者の相談を

受ける「おれんじドア」を設立

　今月納期の税金・保険料は
◦後期高齢者医療保険　第 3期
◦固定資産税　第 3期　　　　です。

納期限は10月31日（木）です。
納付期限を守り､ 納め忘れのないようにしましょう !

※税金・保険料は、納期限を経過し、督促状発付の日から督
促手数料がかかります。また､ 納期限までに完納しない場
合は、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ延滞金
がかかります。

※町税のお支払いは口座振替が便利です。指
定した金融機関やゆうちょ銀行の口座から、
町税を自動的に振替納付できます。詳しく
は板野町ホームページをご覧ください。

お問い合わせ　役場税務課　☎672－5983

　証明書コンビニ交付サービスについて、シ
ステムメンテナンス作業のため、10月29日、
30日の 2日間、サービスを停止いたします。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承くだ
さいますよう、お願いいたします。

お問い合わせ
　役場住民課戸籍係　☎672－5985

今月納期の税金・
� 保険料のお知らせ

証明書コンビニ交付サービス
一時停止のお知らせ

催告しても納付していた
だけない滞納者に対して
は、財産の差押などの滞
納処分を行います。
※�納付できない特別の事情があ
る方は必ずご相談ください。

　板野町では、今年も11月を「町税や国保税、また
水道使用料・住宅使用料・住宅新築資金等貸付金な
どの徴収月間」と定め、督促状や催告通知書を発送
させていただくとともに、一部のご家庭につきまし
ては、町職員が町税納付や納付相談のため、直接ご
家庭を訪問させていただく予定としております。
　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

「町税や国保税、また水道使用
料・住宅使用料・住宅新築資金
等貸付金などの納付」について
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平成30年度
板野町における人事行政の運営等の状況について

平成30年度の板野町の職員の任免状況、勤務状況などの人事行政の運営状況を公表します。
これは、町民の皆様に町職員の任用、給与、服務や勤務条件などをお知らせするものです。

 1 ．職員の任免及び職員数に関する状況
　⑴　職員数の状況（特別職除く）（平成30.4.1現在）
職　員　数（H30.4.1） 平成30年度退職（H30.4.1～H31.3.31） 平成31年度採用（H31.4.1付） 職員数（H31.4.1）

139人 5人 0人 134人

　⑵　職員の採用の状況 　⑶　退職の状況（平成30.4.1～平成31.3.31）
区　　分 採 用 数 区　　分 定年退職 応募認定退職 普通退職 死亡退職 合　　計
一般行政職 0人 一般行政職 3人 0人 2人 0人 5人
技　能　職 0人 技　能　職 0人 0人 0人 0人 0人

　⑷　部門別職員数の状況（各年 4月 1日現在　定員管理調査）
区　分 部　門 H27 H28 H29 H30 H31 前年比

一般行政
部門

議　会 2 2 2 2 2
総務企画 20 20 21 20 19 △ 1
税　務 10 10 10 10 8 △ 2
民　生 41 40 41 44 43 △ 1
衛　生 9 9 8 7 7
農林水産 7 7 6 6 6
土　木 8 8 8 8 8
小　計 97 96 96 97 93 △ 4

特別行政部門 教　育 26 25 25 26 25 △ 1

公営企業等
会計部門

水　道 4 3 3 3 3
下水道 4 4 4 4 4
介　護 5 5 5 5 5
その他 4 3 4 4 4
小　計 17 15 16 16 16

合　計 140 136 137 139 134 △ 5

　⑸　等級別職員数の状況（平成31.4.1現在）
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

計
基準となる
職務内容

定型的な業
務を行う主
事、保育士、
教諭の職務

困難な業務
を 行 う 主
事、保育士、
教諭の職務

係長、主査
の職務

困難な業務を行う
主査の職務、課長
補佐、主任保育士、
主任教諭の職務

困難な業務を行う課
長補佐、主任保育士、
主任教諭の職務、主
幹、副園長の職務、
課長、園長の職務

困難な業務を行
う課長、園長の
職務教育次長、
参事の職務

一般行政職 職員数 23人 30人 23人 9人 23人 19人 127人
構成比 18.1％ 23.6％ 18.1％ 7.1.％ 18.1％ 15.0％ 100％

技　能　職 職員数 　 　 　 　 　7人

 2 ．職員の人事評価の状況
　本町では、人材の育成・活用及び組織力の向上のため、職員一人ひとりが自分の強み弱みを自覚し、それを踏
まえた上で自分の能力を高めていくことを支援することを基本とした育成型の人事評価制度を導入しています。

 3 ．職員の給与の状況
　⑴　人件費の状況（普通会計決算見込み額）

区　分 歳出総額　A 人件費　B 人件費率 B／A
30年度 7,164,466千円 1,014,149千円 14.2％

（注）人件費とは特別職の給与、各種委員報酬などを含みます。
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　⑶　職員の平均給料月額・平均年齢（平成31.4.1現在） ⑷　職員の初任給の状況（平成31.4.1現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢 区　　分 初　任　給
一般行政職 293,343円　 39.3歳　 一般行政職 大学卒 180,700円
技　能　職 317,814円　 52.9歳　 高校卒 148,600円

　⑸　職員の経験年数別学歴別平均給料月額の状況（平成31.4.1現在） ⑹　職員期末・勤勉手当の状況（平成30年度） （単位：月分）

区　　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

区　　分 期末手当 勤勉手当 計
6月期 1.225 0.90 2.125

一般行政職 大学卒 266,820円 295,433円 351,880円 12月期 1.375 0.95 2.325
高校卒 220,000円 283,700円 300,600円 計 2.60 1.85 4.45

　⑺　その他職員手当の状況（平成31.4.1現在）
区　　分 内　　　　　　　容

扶 養 手 当
○配偶者　6,500円　　　　○子　10,000円
・15歳から22歳までの者は、1人につき5,000円加算
○扶養親族（配偶者・子以外）　6,500円

住 居 手 当 ○借家の場合
　月額12,000円を超える家賃を支払っている職員　　家賃の額に応じ、最高27,000円まで

通 勤 手 当 ○自動車等を使用して通勤する職員
　片道2km以上の職員に支給　　通勤距離に応じ、月額2,000円～24,400円

管 理 職 手 当

○管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
　参事　　　　　　　　　51,000円/月　　総務課長及び教育次長　46,000円/月
　課長及び会計管理者及び教育次長（主幹級）　　　　　　　　　　 42,000円/月
　園長、室長及び施設長　36,000円/月　　主幹又は相当職　　　　30,000円/月

特殊勤務手当 ○全ての特殊勤務手当を廃止（平成18年 7月 1日）

時 間 外 手 当 ○正規の勤務時間を超えて勤務を命じられた場合に支給
　平成30年度　支給総額　25,226千円　　支給対象職員 1人当たりの支給年額　235,845円

　⑻　特別職の報酬などの状況（平成31.4.1現在）
区　　　分 給与月額等 期末手当の支給割合

町 長 738,000円
 6 月期　1.675月分
12月期　1.675月分

　　 計　3.35月分

副 町 長 590,400円
教 育 長 546,200円
議 長 308,700円
副 議 長 257,300円
議 員 205,800円

 4 ．職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況
　⑴　勤務時間の状況（平成31.4.1現在）

1週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休　憩　時　間
38時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

 （注） 保育園・幼稚園など本庁以外の勤務場所では、これと
異なる勤務形態の場合があります。

　⑵　年次有給休暇の状況（平成30.1.1～平成30.12.31）
　一般職員　1人あたり平均取得日数　11．9日（消化率　32．0％）

　⑶　主な休暇などの状況（平成31.4.1現在）
種　類 期　　　　　　　　　間

年次有給休暇 ○ 1歴年毎に20日とし、20日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことができる
病 気 休 暇 ○負傷又は疾病のため療養を要する場合、必要と認められる期間

特 別 休 暇
（主なもの）

○夏季休暇　7月～ 9月までの期間内で 5日　　　○結婚休暇　7日以内
○ 産前産後休暇　予定日前 8週間目にあたる日から分娩の日後 8週間目にあたる日までの期間にお
いて、あらかじめ必要と認める期間
○配偶者出産休暇　3日以内　　○忌引休暇　死亡者の区分に応じ、1日から 10日の範囲内
○ リフレッシュ（永年勤続）休暇　職員として採用された日から起算して、
　・9年、19年、29年、39年を経過する日の属する年に連続 5日
　・14年、24年、34年を経過する年に連続 3日

介 護 休 暇 ○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障があ
る者の介護を行う場合、連続する 6か月の期間内（無給）

　⑵　職員給与費の状況　平成30年度普通会計職員給与費の状況（普通会計当初予算額）

区　分 職員数
（A）

　給　与　費　 職員 1人当たり
給与費（B／A）給　料 職員手当 計（B）

30年度 126人 436,855千円 230,535千円 667,390千円 5,297千円
（注）職員給与費とは、人件費のうち職員に支給される給料、諸手当などをいいます。
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　⑷　休暇取得状況（平成30年度）
区　　　　　　　　　　　分 病気休暇（30日超の取得件数） 介護休暇

　30年度中に新規取得または前年度より継続中の職員数 2人 1人

 6 ．職員の分限及び懲戒処分に関する状況（平成30年度）
処分内容 処分者数 処分理由

分
限
処
分

免　職 　0
降　任 　0
休　職 　0
降　給 　0
失　職 　0

懲
戒
処
分

免　職 　0
停　職 　0
減　給 　0
戒　告 　0
訓告等 　0

※分限処分とは、公務能率の維持向上のため、職員
が一定の事由によってその職務を果たすことがで
きない場合など、本人の意に反して不利益な処分
をすることです。
※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、
その責任を追及して行う行政上の不利益処分のこ
とです。

 7 ．職員の服務の状況 （平成30年度）
職員の営利企業等従事許可の状況

区　　分 人　数
統計調査事務に従事 7人

 9 ．職員の研修に関する状況
　研修の実施状況（平成30年度）

研　修　場　所 区　　　分 受講者数
徳島県
自治研修センターなど

能力開発、向上研修 108人
新規採用職員研修 6人

板野町
文化の館さくらホールなど

行政教職員人権・部落
問題研修会（年 2回） 全職員を対象

10．職員の福祉及び利益の保護の状況
　⑴　健康診断の実施状況（平成30年度） ⑵　福利厚生

健康診断の種類 受診者数 　徳島県市町村職員共済組合・徳島県市町村職員互助会に加入し、次のような福利厚
生事業があります。

徳島県市町村職員共済組合
○短期給付　病気やけがの治療（公務外）、出産、死亡、休業、災害時の給付
○長期給付　退職、障がいまたは死亡に対する給付
○福祉事業　保健、貯金、貸付などの各事業

徳島県市町村職員互助会
○医療給付事業　医療費、出産祝金、死亡弔慰金など
○福祉厚生　保養宿泊施設利用助成、各種研修・教室の開催など

職員健康診断 41

人
間
ド
ッ
ク

1泊 2日ドック 3

日帰りドック 67

脳 ド ッ ク 14

小 計 84　

合　　　　　　　 計 125

福利厚生事業に係る負担状況

互助会名 会員数 公費補助等総額 公費補助率
（一財）徳島県市町村職員互助会 142人 1,677,000円 50.0％

板野町職員互助会　
　板野町職員互助会は、職員の慶弔餞別などに対する給付や各種研修事業、研修旅行などを実施しています。運営経費は、会員負担金
と町からの補助金で賄われ、町の補助金は、研修旅行経費の一部に充当していましたが、現在は、町からの補助金は支出されていません。
　会員数は 148人（平成 31年 4月 1日現在）です。

　⑶　公務災害などの発生状況（平成30年度）
種類 発生件数 事案の概要
公務災害 0
通勤災害 0

　⑷　利益の保護の状況（平成30年度）
内　　　　　　容 有無

職員の給与、勤務条件、その他勤務条件に関する措置の要求 無
職員に対する不利益な処分についての不服申し立て 無

 5 ．職員の休業に関する状況
　⑴　休業の種類（平成31.4.1現在） ⑵　休業の状況（平成31．4．1現在）

種類 内　　　　容 種類 平成30年度取得者数（人）
育児休業 ○子が 3歳に達するまでの期間（無給） 男性 　女性 　合計

育児休業 0 　2（1） 　2（1）
（注 1）（　）内の数は、平成30年度において新たに承認を受けた職員の人数です。
（注 2）修学部分休業、高齢者部分休業については実績がありませんでした。

 8 ．職員の退職管理の状況（再就職状況の公表）
人　数 届出の有無

平成30年度末退職者 5人 無
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　板野町では、徳島県獣医師会に委託して飼い犬・飼い猫の
避妊・去勢手術を受ける際の手術料の一部を助成いたします。
　ご希望の方は次のとおりお申し込みください。

犬猫の避妊・去勢手術
の助成制度について

記載例 （表面）

往信

郵便往復はがき

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

徳
島
県
獣
医
師
会　
行

7 7 0 8 0 0 7

（裏面）

返信

郵便往復はがき

申
込
者
の住　

　

所

氏　
　

名

避妊・去勢手術助成申込書
犬・猫の別
名前
年齢
性別
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第　　　号または
　徳島県〇〇市町村　第　　　号
狂犬病予防注射票番号
　〇〇〇年度　第　　　号

申込者　　住所
　　　　　氏名（フリガナ）
　　　　　電話番号

（公社）

①対　象
・ 板野町に住民登録を有する方に、板野町内で飼
育されている犬及び猫。
・ 犬については板野町で飼い犬登録をし、当該年
度の狂犬病予防注射を受けていること。

②助成額　１頭　5,000円

③助成予定頭数　30頭（応募多数の場合は抽選）

④実施方法
　当選はがきを徳島県獣医師会加盟の動物病院へ
持って行き、不妊手術を実施し、手術料金から
5,000円を差し引いた額をお支払いいただきます。
（手術料金は動物病院によって異なります。）

⑤手術実施期間
　令和元年11月中旬～令和 2年 1月中旬　

⑥申込方法
　郵便往復はがきにて、次の事項を記入の上、徳
島県獣医師会へお申し込みください。
　応募者多数の場合は抽選の上、返信はがきで結
果をご連絡します。

※記載事項　1）飼い主の住所、氏名、電話番号
　　　　　　2）犬・猫の別
　　　　　　3）犬・猫の名前、年齢、性別、毛色
　　　　　　4） 犬の場合は犬の登録番号及び狂

犬病予防注射済票番号

⑦申込先
　〒770－8007　徳島市新浜本町二丁目 3番 6号
　　　　　　　　　公益社団法人　徳島県獣医師会

 

⑧申込期間
　令和元年10月 1日（火）～ 10月31日（木）　必着

※ 実施動物病院等、詳しい内容は徳島県獣医師会
へお問い合わせください。

お問い合わせ
　徳島県獣医師会　☎ 663－6607
　役場環境生活課　☎ 672－5987

８
23

　交通安全協会や板野町交通安全母の会、板野
署、交通安全教育指導員らが登園する保護者や
園児に啓発物を配布し、シートベルトやチャイ
ルドシートの着用を呼びかけました。
　町民が交通事故の被害者とならないよう、今
後も継続して交通安全啓発を行います。

　板野町において、自分の土地であっても、新たに墓地
等の設置や、墓地等区域を拡張する場合等は、「墓地、埋
葬等に関する法律（昭和23年法律第48号）」及び、徳島
県の「墓地、埋葬等に関する法律施行条例（平成12年条
例第12号）」により、徳島保健所長の許可を受けなければ
なりません。手続きをせず、無許可で墓地等を設置した
場合は法律により懲罰を科せられますので、関係機関と
十分な相談・協議を行い、必要な指示を受けてください。
　なお、お骨を別のお墓等へ移動（改葬）する場合は、
併せて板野町長の改葬許可を受けなければいけません。

お問い合わせ
　（墓地の設置や拡張）役場環境生活課　☎ 672－5987
　　　　　　　　　　　徳島保健所　　　☎ 621－8901
　（改葬許可について）役場住民課　　　☎ 672－5985

墓地等を新たに
設置する場合について
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〈お問い合わせ〉
あさんウォーキングフェスタ inいたの　ウォーキング事務局　徳島県板野郡板野町犬伏字大柳 1
カローリング協会あせび板野健康の館（板野町健康の館内）
☎672－7040（午前 9時～午後 5時／月曜日を除く）　ホームページ：http://asan-walking.com/

第11回

あさんウォーキングフェスタ in  いたの
11月17日（日）　※雨天決行※

【会　場】
あすたむらんど徳島　あさんインダストリアルパーク内

10月20日（日）
午後 2時～（開場午後 1時）

アスティとくしま 入場無料

お問い合わせ
　徳島県警察本部情報発信課　☎ 622－3150
　徳島板野警察署　　　　　　☎ 698－0110

※入場には「整理券」が必要です。
　徳島板野警察署板野庁舎で配布しています。

プログラム
　【第一部】
　　各県警察音楽隊演奏会によるドリル演奏
　【第二部】
　　総勢100名による吹奏楽合同演奏

日

開

場 料

程

演

所 金

四国４県　警察音楽隊演奏会

　とくしま地産地消推進協議会では、徳島東部地
域定住自立圏域12市町村（徳島市、小松島市、勝
浦町、上勝町、佐那河内村、石井町、神山町、松茂町、
北島町、藍住町、板野町、上板町）の地場産食材
の利用拡大を図り、地産地消を推進するため、「と
くしまＩＰＰＩＮ店」を募集しています。
　申請には、12市町村の農林水産物を使用した商
品を提供していることが必要です。詳しくは、板
野町ホームページをご覧ください。

お問い合わせ
徳島市農林水産課　☎ 621－5246

とくしまＩＰＰＩＮ店を
募　集
ＩＰＰＩＮ

○10㎞いたのあさんコース
　定員 2,000名　午前 9時スタート
　受付終了　参加費無料
○４㎞まめっちゃコース
　定員 1,500名　午前10時30分スタート
　お子様連れのご家族や、ウォーキング初心
者の方におすすめ。
　※ 当日午前 9時からあすたむらんど入園
ゲート前で配布する整理券が必要です。

ステージ
　フォークソングやバンド演奏
　プチチアダンス
　四国放送ラジオ生放送
　レッドヒーローショー
　秋の紅葉を眺めながら、楽しい時間を過ごしま
しょう。

あすたむらんど徳島芝生広場周辺
　徳島ヴォルティスサッカー教室
　ポールウォーキング講座
　地産地消ブース

　などイベントが盛りだくさん！
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板野町消費生活相談所 ☎672-6099    FAX 672-1113
むっとしたら救急！

☎0120-783-577（フリーダイヤル）
な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

相談受付時間 月曜日～金曜日  午前９時～午後３時
※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ

8月の相談件数は 40件でした。

第
6
回

身近な法律と最近の法律改正
日　時：10月11日（金）
　　　　午後 1時30分～ 3時
場　所：板野町文化の館　視聴覚室
講　師：徳島県司法書士会　小川　浩司 氏

　2019年 6月15日に改正消費者契約法が施行
されました。2020年 4月には民法も改正され
ます。私たちの生活にどのような関わりがある
のかを、わかりやすく教えていただきましょう。

第
7
回

消費者トラブル
日　時：11月22日（金）
　　　　午後 1時30分～ 3時
場　所：冨士ファニチアふれあいプラザ
　　　　（板野町町民ふれあいプラザ）
講　師：上方落語　桂　七福 氏

　「笑いながらの気づきと学び」をテーマに活
動されている落語家桂七福さんを講師にお迎え
します。最近の消費者トラブルについて楽しく
学びましょう。

●「おさいふ学ミニ講座第 6回・第 7回」 参加費無料

～相談所から　ひ・と・こ・と～
　9月から多くの店舗でレジ袋が有料化されマイバックを持参する方も増えたことでしょう。
　しかしプラスチック問題はレジ袋だけで解決するものではありません。「もらわない」ことをきっか
けに生活の中の「資源」を見直してみましょう！

2020年版徳島県民手帳

　徳島県内のデータやお役立ち情報が満載の
「徳島県民手帳」が発売されます。

　＊表紙デザイン：県章版（藍色）
　　　　　　　　　すだちくん版
　＊定　　　　価：  1 冊500円（税込み）

　購入希望される方は、10月18
日（金）までに、総務課までお申
し込みください。

※県内有名書店、コンビニエン
スストアなどでも販売されます。

　お問い合わせ
　　役 場 総 務 課　☎672－5980
　　徳島県統計協会　☎622－0999

予 約 受 付 中
板野東部ファミリー・
サポート・センター交流会 芋ほり交流会
　板野東部ファミサポ会員の皆様（提供会員もOK
です！）と、板野郡内の子育て中（小学生まで）のファ
ミリーを対象とした、お芋ほり交流会を開催します！
　秋空の下、お芋ほりを楽しみましょう。
日　　時：10月19日（土）　午前10時集合　
集合場所：月見ヶ丘海浜公園駐車場、自動販売機の側で受付
参　加　費：一家族 300円（さつまいも 2株分持ち帰れます）
持　ち　物：軍手、タオル、長靴、持ち帰り用の袋、水筒
募集人数：先着 100組

受付期間：
　10月7日（月）～

11日（金）
　午前9時～午後5時
　（留守電の申し込み不可）

　お申し込み・お問い合わせ
　　板野東部ファミリー・サポート・センター　☎ 693－3033

注意事項
◦ お車は、月見ヶ丘海浜公園駐車場をご利用ください。
◦ 小雨決行。
◦ 順延の場合は、当日の朝8時に判断して板野東部ファ
ミリー・サポート・センターのホームページでお知
らせいたします。(http://www.fami-sapo.jp)

◦ 参加費はできるだけ釣銭のないようにお持ちください。

～一人で悩まず相談を～
　板野町消費生活相談所では、第 1回目の弁護士による消費者トラブルの無料法律相談会を実施します。消費者を取り巻
く環境は大きく変化し、詐欺 ･消費者被害は年々巧妙化しています。弁護士に相談したくても、どうすればいいのかわか
らない方、解決方法がわからずお困りの方等、一人で悩まずご相談ください。（第 2回も開催予定あり）
◆開催日：10月25日（金）　　　◆時　間：午後 6時～ 8時　　◆場　所：板野町町民センター　　　　　　
◆内　容：消費者トラブル等　　◆相談員：徳島県弁護士会田中法律事務所　坂田　知範 弁護士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費生活相談員も同席いたします）
◆申　込：10月15日（火）まで（申し込み多数の場合は先着順、後日連絡）
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入札結果をお知らせします
令和元年8月7日入札

番号 工　事　名 工事箇所 業　者　名 担当課 金額
税込み（円） 落札率 備考

1 板野町同報系防災行政無線デジタル化再整備
工事 板野町全域 西日本電信電話㈱

徳島支店 総務課 435,600,000 93.99%

令和元年8月7日入札

番号 委　託　業　務　名 委託業務箇所 業　者　名 担当課 金額
税込み（円） 落札率 備考

2 板野町同報系防災行政無線デジタル化再整備
工事監理業務 板野町全域（一財）高度映像情報センター 総務課 5,390,000 69.31%

消費税率の引上げに伴う、上・下水道使用料の改定について
　令和元年10月 1日の消費税率引上げ（8％→ 10％）に伴い、12月請求より上・下水道使用料を改定いたします。
改定後は次の表のとおりとなります。
上水道 下水道

基本料金 超過料金 基本料金 超過料金

水量 金額 1㎥につき 汚水量 金額 汚水量 1㎥につき

10㎥まで 1,100円 132円 8㎥まで 1,257円 8㎥を超え30㎥まで 157円

30㎥を超え60㎥まで 178円

60㎥を超え90㎥まで 199円

90㎥を超えるもの 230円

　上・下水道とも消費税及び地方消費税を含む金額です。なお、上・下水道とも基本料金と超過料金との合計額とし、
その額に10円未満の端数が生じたときは切り捨てます。

自　衛　官　（　学　生　）　受　付　案　内
募集種目 資　　　格 受付期間 試　験　日 試　験　会　場

自衛官
候補生

（男子） 18 ～ 33歳未満男子
（高校卒業見込を含む） 年間を通じて

行っております。
令和元年11月 8 日（金）
令和元年12月14日（土）

海上自衛隊
徳島教育航空群基地内
（松茂町）（女子） 18 ～ 33歳未満女子

（高校卒業見込を含む）

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

推薦　
令和元年11月1日～
令和元年11月29日
一般
令和元年11月1日～
令和2年1月6日

推薦　令和2年1月5・6日
一般１次　令和2年1月18日
一般２次　令和2年1月31日

～2月3日

海上自衛隊
徳島教育航空群基地内
（松茂町）
（推薦のみ陸上自衛隊
高等工科学校（横須
賀））

お問い合わせ：自衛隊鳴門地域事務所
　　　　　　　☎ 685-5306（鳴門市撫養町立岩字七枚 57）

上水道のお問い合わせ　役場水道課　☎672－6004　　下水道のお問い合わせ　役場下水道課　☎672－5993
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其
の
百
三

堤　

高
数

　

か
つ
て
私
は
、
七
年
前
広
報
誌

「
い
た
の
す
が
お
」
の
「
ふ
る
さ

と
板
野
歴
史
散
歩
（
其
の
十
三
）」

に
、「
土つ

ち

御み

門か
ど

院い
ん

な
ほ
恋
し
き
は

都み
や
こ

な
り
」
と
題
し
、
第
八
十
三
代

土
御
門
天
皇
の
史
実
と
、
事
跡
と

を
記
録
し
た
。

　

こ
の
た
び
私
は
、
こ
の
土
御
門

上
皇
（
天
皇
）
の
、
新
し
い
史
実

を
記
す
、
昭
和
六
（
一
九
二
一
）

年
発
刊
さ
れ
た
『
土
御
門
天
皇
と

御
遺
蹟
』（
武
田
勝
蔵
著
板
野
郡

御
所
神
社
奉
讃
曾
刊
）
な
ど
を
手

に
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ふ
た
た
び

記
録
と
し
て
の
こ
し
て
お
き
た

い
。

　

こ
れ
ら
の
史
実
や
史
料
は
、
土

御
門
上
皇
が
、
か
つ
て
の
天
皇
と

し
て
は
じ
め
て
、
わ
が
郷
土
阿
波

の
国
の
、
板
野
町
下し

も
の

庄し
よ
う

の
栖す

が
い養

の

里
に
、
行あ

ん

在ざ
い

所し
よ

を
造つ

く

り
、
皇
居
し

た
と
い
う
史
実
が
、
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
だ
。
阿
波
の
国
に
お

け
る
歴
史
上
は
じ
め
て
、
か
つ
て

の
天
皇
の
皇
居
が
あ
っ
た
史
実
で

あ
る
。

　

御お
ん

諱
い
み
な

は
爲た

め

仁ひ
と

と
申
し
、
後
鳥
羽

天
皇
の
第
一
の
皇み

子こ

に
し
て
、
御

母
は
承
明
門
院
源

み
な
も
と

在
子
（
通み

ち

親ち
か

の

養
女
實
は
法
印
能の

う

圓え
ん

の
女

む
す
め

）
な

り
、
建
久
九
年
立
て
皇
太
子
と
な

り
、
即
日
禪

ゆ
ず
り

を
受
く
、
時
に
御
年

四
歳
、
天
皇
御
性
質
極
め
て
温お

ん

懿い

（
お
だ
や
か
で
り
っ
ぱ
）
に
し
て
、

何
事
を
爲な

す
に
も
、
常
に
控ひ

か

目え
め

が

ち
に
因よ

り
、
御ご

言げ
ん

行こ
う

の
世
に
著あ

ら

は

れ
た
る
も
の
は
少
な
か
り
し
が
、

其そ

の
孝こ

う

悌て
い（

親
に
孝
行
を
尽つ

く
し
、

兄
長
に
仕つ

か

え
従
順
）
の
御
心
ふ
か

く
お
は
し
ゝ
に
は
近
臣
も
、
と
き

に
感
泣
に
堪
え
ざ
る
こ
と
あ
り
し

と
い
ふ
。
天
皇
幼よ

う

沖
ち
ゆ
う

（
幼
少
）
に

し
て
位
に
即つ

き
給た

ま

ひ
け
れ
ば
、
後

鳥
羽
法
皇
、
院
に
あ
り
て
庶
世
を

決
し
給
ひ
し
が
、
常
に
皇
太
弟
守も

り

成な
り

を
し
て
、
早
く
大
位
に
上の

ぼ

ら
し

め
ん
と
す
る
の
御み

心
こ
こ
ろ

あ
り
、
仍よ

り

て
、
天
皇
十
五
歳
に
な
ら
せ
ら
れ

し
時
、
遂つ

い

に
諭さ

と

し
て
位

く
ら
い

を
讓ゆ

ず

ら
し

め
給
へ
り
、
天
皇
御
心
に
之こ

れ

を
懌

し
た
が

ひ
給
は
ざ
れ
ど
も
、
父
皇
の
仰お

お

せ

言ご
と

は
背そ

む

き
難が

た

し
と
思お

ぼ
し
め召

し
、
速す

み

や

か
に
位
を
去
り
給
へ
り
、
時
に
承

元
四
年
十
一
月
。

　

こ
れ
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
六
月
に
発
刊
さ
れ
た
『
承じ

よ
う

久き
ゆ
う

の

乱
に
於
け
る
順
徳
天
皇
と
佐
渡
』

（
長
藤
蔵
著
）
か
ら
の
引
用
文
だ
。

当
時
土
御
門
天
皇
の
性
格
が
に
じ

み
で
て
い
る
文
脈
だ
。

　

承
久
の
乱
で
、
佐
渡
に
配は

い

流る

さ

れ
た
土
御
門
天
皇
の
弟
君
、
順
徳

天
皇
の
生
涯
を
辿
っ
た
書
だ
。

秋
風
の
は
ら
ひ
し
宿
は
野
と

な
り
て　

く
ず
の
う
ら
葉
ぞ

庭
に
残
れ
る

ゆ
き
と
ま
る
里
を
わ
が
世
と

思
へ
ど
も　

な
ほ
恋
し
き
は

都
な
り
け
り

別
れ
こ
し
都
の
か
た
の
こ
と

ず
て
も　

な
お
待
た
る
る
は

秋
の
か
り
が
ね

　

こ
れ
ら
三
首
の
和
歌
は
、
土
御

門
天
皇
が
作
歌
し
た
。
天
皇
は
中

世
の
優す

ぐ

れ
た
歌
人
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。

　

歌
に
こ
め
ら
れ
た
土
御
門
天
皇

の
、
都
へ
の
望
郷
の
想
い
が
、
今

も
わ
れ
わ
れ
の
胸
を
打
つ
。

　

土
御
門
天
皇
は
、
第
八
十
二
代

後
鳥
羽
天
皇
の
第
一
皇
子
で
、
建

久
九
（
一
一
九
八
）
年
、
わ
ず
か

四
歳
で
第
八
十
三
代
天
皇
と
し
て

即
位
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
温
厚
な
人
柄
で
、

十
二
年
間
天
皇
と
し
て
在
位
し
た

が
、
承じ

よ
う

元げ
ん

四
（
一
二
一
〇
）
年

十
六
歳
で
、
父
後
鳥
羽
法
皇
の
説

得
に
よ
り
、
弟
の
順
徳
天
皇
に
位

を
ゆ
ず
り
、若
い
上
皇
と
な
っ
た
。

　

承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
、
父

後
鳥
羽
法
皇
と
弟
順
徳
天
皇
が
、

鎌
倉
幕
府
を
打
倒
し
よ
う
と
乱
を

お
こ
し
敗
れ
、
法
皇
は
隠お

岐き

の
島

へ
、
天
皇
は
佐さ

ど
が
し
ま

渡
島
へ
配
流
と
な

り
、
ふ
た
り
と
も
島
で
崩ほ

う

御ぎ
よ

し
て

い
る
。

　

土
御
門
天
皇
は
、
両
法
皇
と
天

皇
の
倒
幕
の
計
画
に
は
参
加
し
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
ふ
た
り
に
計
画

の
無
謀
を
諫い

さ

め
た
。

　

し
か
し
自
ら
幕
府
に
申
し
出
を

行
い
、
父
や
弟
の
よ
う
に
配
流
と

な
っ
た
。

　

四
国
の
果
て
だ
っ
た
土
佐
の
国

「
畑は

た

」
へ
の
、
島
流
し
と
な
っ
た
。

中
世
当
時
土
佐
の
国
は
辺へ

ん

土ど

だ
っ

た
。

　

そ
の
後
土
御
門
天
皇
は
、
当
時

の
鎌
倉
幕
府
の
執し

つ

権け
ん

北
条
泰や

す

時と
き

の

計は
か

ら
い
に
よ
り
、
阿
波
の
国
へ
遷せ

ん

御ぎ
よ

と
な
る
。

　

そ
の
御
所
（
行
在
所
）
が
板
野

町
下
庄
の
、
栖
養
の
里
だ
っ
た
。

下
庄
の
郷
社
八は

ち

幡ま
ん

神
社
の
北
側
に

あ
る
、
松ま

つ
の
き木

殿
が
そ
の
皇
居
の
跡

で
あ
る
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
発
刊

さ
れ
た
、『
土
御
門
天
皇
と
御
遺

蹟
』（
武
田
勝
蔵
著
板
野
郡
御
所

神
社
奉
讃
會
刊
）
は
、
次
の
よ
う

に
そ
の
記
録
を
の
こ
し
て
い
る
。

　

こ
の
行あ

ん

宮ぐ
う

址あ
と

は
榮

さ
か
え

村
大
字
下
ノ

庄
に
存
し
、
古
來
こ
の
地
を
栖
養

の
里
と
稱
し
、
そ
の
宮
址
は
約
一

畝
許

ば
か
り

で
「
松
木
殿
」
と
い
ふ
。
近

年
ま
で
は
森
林
な
り
し
を
伐ば

つ

採さ
い

開か
い

墾こ
ん

し
て
、
現
時
は
畠
地
と
な
し
、

小し
よ
う
し祠

を
奉ほ

う

祀し

し
て
、
纔

わ
ず
か

に
其
の
由

緒
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。上
皇
、

阿
波
遷
幸
に
あ
た
っ
て
、
先ま

づ
こ

の
地
に
假

か
り
の
み
や宮

を
造
ら
せ
て
、
嘉
禄

三
年
ま
で
駐

ち
ゆ
う

輦れ
ん

あ
ら
せ
ら
れ
給
ふ

た
と
云い

ふ
。
こ
れ
に
就つ

い
て
當
國

の
人
、
松
浦
長な

が

年と
し

は
、
其そ

の

著ち
よ

、
土

御
門
天
皇
御
陵
考
證
（
文
久
三
年

　

土つ
ち

御み

門か
ど（

天
皇
）上
皇
栖す

が
い養

の
里
に
皇
居
す
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其
の
百
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高
数

八
月
著
）
に
於
い
て
、
之こ

れ
を
考

證
し
て
居お

る
の
で
、
敬
意
を
表
し

て
、
左
に
掲
げ
る
。

　

後
に
土
御
門
天
皇
は
、
現
在
の

阿
波
市
土
成
町
吉
田
に
遷
居
す
る

が
、
そ
の
地
元
の
人
た
ち
が
発
刊

し
た
『
土
御
門
天
皇
と
御
遺
蹟
』

で
は
、
こ
の
よ
う
に
記
録
が
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
記
録
の
中
の
、
江
戸
時
代

の
松
浦
長
年
の
考
証
は
貴
重
な
の

で
、
長
い
文
章
だ
が
、
左
に
掲
げ

る
。

　

下
ノ
庄
村
古
跡
（
板
野
郡
）

　

當
村
八
幡
宮
別
當
修し

ゆ

驗げ
ん

東
榮
院

が
所
蔵
文
書
に
、
昔
よ
り
此こ

の

地ち

を

眞ま

弓ゆ
み

ノの

原は
ら

栖
養
の
里
と
號ご

う

し
、
地

主
權ご

ん

現げ
ん

の
小
祠
あ
り
、
社
坊
を
金こ

ん

龜き

山ざ
ん

慈
國
寺
神し

ん

咒じ
ゆ

院い
ん

と
い
ふ
、
承

久
の
頃
、
北
條
義
時
等
が
計

は
か
ら

ひ
と

し
て
、
土
御
門
上
皇
を
土
佐
に
遷う

つ

し
奉

た
て
ま
つ

り
、
ま
た
當
國
へ
遷
幸
な
り

し
に
、
眞
弓
原
栖す

が
い
の
さ
と

養
里
の
地
勢
清

潔
美
景
な
る
に
よ
り
て
、
當
院
へ

御お
ん

座ざ

ま
し
ま
し
、
假か

り

に
玉
殿
を
松

ノ
木
に
て
造
り
、
新
殿
に
移
御
し

奉
る
、
院
主
を
召め

し

て
、
地
主
權
現

を
改
め
、
八は

ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

を
勸か

ん

請
じ
よ
う

し
給
は

む
と
勅

ち
よ
く

請
じ
よ
う

（
天
皇
の
こ
と
ば
）
有あ

り
て
、
御
宸し

ん

筆ぴ
つ

に
て
、
義
時
調
伏

の
御お

ん

祈
い
の
り

あ
り
、
云う

ん

々ぬ
ん

、
其そ

の

後ご

、
撫む

養や

の
方
へ
御み

幸ゆ
き

な
ら
せ
給
ふ
。「
里

な
れ
て
を
ち
か
へ
り
な
く
郭

ほ
と
と
ぎ
す公

す

か
ひ
の
森
の
杉
の
梢

こ
ず
え

に
」と
あ
り
、

こ
の
御ぎ

よ

製せ
い

、
夫
木
集
に
載の

せ
た
る

由よ
し

な
り
、
按

あ
ん
ず
る

に
、
當
所
は
土
御
門

院
、
土と

さ
の
く
に

佐
國
よ
り
此こ

の

御み

國く
に

に
御
遷

幸
あ
り
し
時
、
取
り
あ
へ
ず
營え

い

し
、

初
度
の
皇
居
と
見
ゆ
、
す
が
ひ
の

地
名
は
下
庄
村
の
隣
村
中な

か

窪く
ぼ

村
畑

地
の
字あ

ざ

に
遺の

こ

れ
る
よ
し
、
こ
れ
一

證
な
る
べ
し
、
凡す

べ

て
逆
旅
遷
幸
の

皇
居
は
、
國
府
・
別べ

府ふ

等
に
近
き

地
に
あ
る
例
に
て
、
大
寺
村
の
郡こ

う

頭づ

ノの

驛え
き

い
と
ち
か
く
、
其そ

の

を
り
の

國
府
た
る
府こ

中う

村
も
、
さ
し
て
遠

か
ら
ず
、
初
め
土
佐
國
に
御
遷
幸

有あ
り

て
、
一
年
御お

ん

坐ざ

し
畑
と
い
ふ
所

も
、
か
の
國
國
府
の
地
な
り
、
さ

て
東
學
院
蔵
書
に
玉

ぎ
よ
く

殿で
ん

を
松
ノ
木

に
て
造
り
、
新
殿
に
移
御
し
奉
る

と
あ
る
の
は
、
貞
應
二
年
よ
り
五

箇
年
の
間
、
此こ

の

所
と
こ
ろ

に
新
殿
に
御
座

有
し
が
、
嘉
祿
三
年
の
春
、
吉
田

村
に
御
造
營
、
初
め
て
、
同
年
新

御
所
に
移
ら
せ
給
ひ
し
御
事
は
、

吉
田
村
の
條
に
い
ふ
べ
し
、
又ま

た

同

書
に
、
地
主
權
現
を
改
め
、
八
幡

宮
を
勸か

ん

請
じ
よ
う

し
給
は
ん
と
の
勅
請
な

ど
も
、
假

か
り
に

初
は
じ
め
て

御
遊
幸
に
て
の
御
所

置
と
は
見
え
奉

た
て
ま
つ

ら
ず
、
正
し
く
行

在
所
の
御お

ん

趣
お
も
む
き

な
り
、
但た

だ

し
、
最
初

の
行
在
所
は
讃さ

ぬ
き
の
い
ん

岐
院
・
隠お

き
の
い
ん

岐
院
・

佐さ
ど
の
い
ん

渡
院
と
も
に
、
い
と
幽か

す

か
な
る

御
住
居
に
て
、
其そ

の

御
跡
詳

つ
ま
び

ら
か
ら

ぬ
ま
で
に
成
り
ゆ
き
て
、
後
に
營

み
た
る
御
所
の
御
舊
蹟
の
み
、
漸

よ
う
や

く
に
い
ひ
傳
へ
た
る
御
事
ど
も
、

諸
國
み
な
同
じ
趣

お
も
む
き

に
見
ゆ
め
り
、

此こ
れ

は
逆
旅
の
御
遷
幸
な
る
か
ら

に
、
取
り
あ
へ
ざ
る
所
置
に
し
あ

れ
ば
、さ
る
べ
き
事
お
ぼ
え
た
る
、

中
に
も
此
下
庄
村
の
方か

た

は
、
外げ

げ々

よ
り
聊

り
ゆ
う

造ぞ
う

な
る
か
た
と
や
い
ふ
可べ

き

か
ら
む
、
精く

わ

し
く
い
は
ゞ
、
最

初
、
取
り
あ
え
ず
東
學
院
に
迎

む
か
え

奉
た
て
ま
つ

り
、
さ
て
後の

ち

に
松
ノ
木
の
新
殿
を

營
い
と
な

み
、
移
御
あ
り
し
御
事
を
見み

奉
た
て
ま
つ

れ
る
な
り
。

　

以
上
が
、
松
浦
長
年
の
阿
波
に

お
け
る
土
御
門
天
皇
の
最
初
の
皇

居
の
考
証
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
史
実
は
、
私
た
ち
の
住

む
町
板
野
町
に
、
四
年
余
り
、
土

御
門
天
皇
が
遷
居
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
わ
が
町
の
栖
養

の
里
に
四
年
間
余
り
、
か
つ
て
土

御
門
天
皇
の
行
在
所
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　

現
在
も
板
野
町
下
庄
に
は
、
小

さ
な
神
社
だ
が
、
松ま

つ
の
き木

神
社
が
祀ま

つ

ら
れ
、
地
元
の
人
が
そ
の
お
守
り

を
続
け
て
い
る
。

　

栖
養
の
里
の
皇
居
の
後
、
土
御

門
天
皇
は
現
在
の
阿
波
市
土
成
町

吉
田
の
御
所
へ
遷
居
す
る
が
、
阿

波
の
国
の
わ
が
町
板
野
町
に
、
四

年
間
余
り
の
短
い
期
間
だ
が
、
宮

居
し
て
い
た
史
実
は
、
板
野
町
に

と
っ
て
は
、
驚
く
べ
き
史
実
だ
と

私
は
思
う
。

　

土
御
門
天
皇
は
、
寛
喜
三

（
一
二
三
一
）
年
十
月
、
三
十
六

歳
の
若
さ
で
崩
御
す
る
。
そ
の
崩

御
地
も
、
わ
が
地
元
で
は
さ
ま
ざ

ま
の
説
が
あ
る
。

　

し
か
し
現
在
鳴
門
市
大
麻
町
大

谷
に
、
そ
の
御
火
葬
所
の
跡
の
陵み

さ
さ
ぎ

が
あ
る
。
の
ち
に
土
御
門
天
皇
の

陵
は
、
京
都
府
長
岡
京
市
金か

ね

ヶが

原は
ら

の
金か

ね
が
は
ら
の
み
さ
さ
き

原
陵
に
、
埋
葬
さ
れ
た
。

秋
ご
と
に
わ
す
れ
ぬ
雁
の
こ

ゑ
聞
け
ば　

た
ち
わ
か
れ
に

し
人
ぞ
恋
し
き

行
く
秋
の
な
ご
り
さ
び
し
き

ゆ
ふ
べ
か
な　

野
寺
の
鐘
に

の
こ
る
松
か
ぜ

　

以
前
の
歴
史
散
歩
で
も
記
し
た

が
、土
御
門
天
皇
の
名
歌
二
首
だ
。

　

土
御
門
天
皇
の
事
跡
は
、
板
野

町
下
庄
の
郷
社
の『
八
幡
宮
縁
起
』

や
、
江
戸
時
代
佐さ

野の

山さ
ん

陰い
ん

が
著あ

ら
わ

し

た
『
阿
波
志
』
な
ど
に
も
、
そ
の

記
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

板
野
町
下
庄
の
町
道
脇
の
標
識

を
た
よ
り
に
、
西
へ
入
る
と
、
小

さ
く
て
新
し
い
社や

し
ろ

が
あ
る
。
松
木

神
社
だ
。

　

こ
の
た
び
新
し
く
、
こ
の
神
社

の
た
め
の
駐
車
場
も
で
き
た
。
松

木
神
社
の
案
内
板
も
必
要
だ
。

現在の栖養の里

百年前下庄栖養の里（『土御門天皇と御遺蹟』より）
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※ 一部の製造業には特定最低賃金が定め
られています。

お問い合わせ
　○最低賃金に関すること
　　徳島労働局労働基準部賃金室
　　☎ 652-9165
　○ 最低賃金の改正に伴う労働面、経営面
の相談、業務改善助成金に関すること

　　徳島働き方改革推進支援センター
　　☎ 0120-967-951

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツSP

O
R
TS

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

6 7 8 9 10 11 12
カローリングサークル休み
気軽に卓球休み
気軽にバド休み
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）
自主練習

13 14 15 16 17 18 19
カローリングサークル休み
気軽に卓球休み
気軽にバド休み
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

20 21 22 23 24 25 26
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

27 28 29 30 31
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

お問い合わせ　徳島バス株式会社　☎622－1811
　　　　　　　（営業時間 午前 8時～午後 7時）

公益財団法人徳島県市町村振興協会

令和元年10月1日より
路線バス（二条・鴨島線、石井上板線）の
バス停が変更、新設されます。

詳しくは、徳島バス㈱のホームページ
（https://www.tokubus.co.jp）でご確認ください。

徳島県最低賃金

時間額 793円

令和元年10月 1日から
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ま
ち
の
う
ご
き
令
和
元
年
9
月
25
日
現
在

人口のうごき

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,591 1,234 1,677 6,502 △ 10　

女 3,932 1,343 1,699 6,974 △ 10　

合　計 7,523 2,577 3,376 13,476 △ 20　

世　帯 3,246 1,066 1,372 5,684 1

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

親
　
の
　
氏
　
名

子
　

の
　

名

住
　
　
所

性
　

別

松　

浦　

生　

奈　

・　

ナ　

ナ

戎　

野　

貴　

明　

・　

美　

南

切　

上　

貴　

人　

・　

早　

希

近　

藤　

晶　

彦　

・　

聖　

子

松　

尾　

浩　

大　

・　

麻
惟
美

西　

川　

博　

司　

・　
　

遥　

充ミ
ツ　

希キ

伶レ　

南ナ

颯ソ
ウ　

大タ

叶カ
ナ　

芽メ

みミ

こコ

とト

大タ
イ　

晴セ
イ

犬　
　

伏

犬　
　

伏

大　
　

寺

大　
　

寺

大　
　

寺

大　
　

寺

女女男女女男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
　
　
名

年
　
　
齢

住
　
　
所

三

　

木

　

聰

　

一

堀

　

江

　

　

輝

井

　

元

　

二

三

子

三

　

木

　

ツ

ヤ

子

94757084

大　

寺

吹　

田

西
中
富

大　

坂

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

夫
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

妻
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

山　

下　

貴　

也

西
中
富

森　

岡　

千　

里

阿
南
市

ファミリースポーツのご案内

＜なぞなぞ問題＞

丸くて白い、常に丸くない、明るかったり暗かったりする。半分になったりする。
 その表面を歩いた人は、運の良い数人だけ。これってなぁ～んだ？
（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
 

☆（9月）なぞなぞ問題のこたえ☆
サイレン

（使うととっても「大きな音」を出すけど、おしりに「と」をつけたら静かになるものってな～に？）

日　時：10月25日（金）午後 7時30分～
種　目： ラージ卓球・バウンドテニス
場　所：カローリング協会あせび板野健康の館
　　　　（田園パーク健康の館アリーナ内）
準備物：室内シューズ・水分補給のための水筒
※ ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方は
ご持参ください。
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。

　板野保育園では、臨時保育士を随時募集してい
ます。
▪職　　種：保育士
▪雇用期間：雇用決定～令和 2年 3月31日
▪勤 務 先：板野保育園
▪資格要件： 保育士・幼稚園教諭・小学校教諭・

養護教諭
▪勤務時間：午前 8時30分～午後 5時15分
　　　　　　※勤務時間は相談に応じます
▪募集人員：若干名
▪応募方法： 市販の履歴書に必要事項（写真必

要）を記入し、板野保育園まで提
出してください。※郵送提出不可

▪試験日程：応募に準じて面接試験
お問い合わせ
　板野保育園
　☎672－2101　FAX：672－5137

臨時保育士募集

お問い合わせ　板野町教育委員会　☎ 672－0136
　　　　　　　板野町健康の館　　☎ 672－3333

参加
無料
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町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
10

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
11

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

曜
日

行　

事
╱
事　

業

5

土

6

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

7

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

8

火

寒
露

大
腸
が
ん
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
8
時
30
分
～
11
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
健
康
の
館
）　

午
前
10
時
～
12
時

9

水

つ
く
し
の
会
（
東
公
会
堂
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）　

10

木

大
腸
が
ん
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
8
時
30
分
～
11
時

11

金

12

土

13

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　

午
後
2
時
～

14

月

体
育
の
日

15

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

16

水

あ
せ
び
サ
ロ
ン
（
あ
せ
び
温
泉
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

２
歳
児
歯
科
健
診
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
2
時
30
分
ま
で
）　

日

曜
日

行　

事
╱
事　

業

1

金

2

土

3

日

文
化
の
日

第
13
回
ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

4

月

振
替
休
日

5

火

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

6

水

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）　

7

木

肺
が
ん
巡
回
検
診

8

金

立
冬

肺
が
ん
巡
回
検
診

9

土

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

10

日

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

板
野
町
芸
能
祭
（
文
化
の
館
）　

午
後
1
時
開
演

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　

午
後
2
時
～
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日

曜
日

行　

事
╱
事　

業

17

木

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
（
東
公
会
堂
）　

午
前
9
時
30
分
～
12
時

３
歳
児
健
診
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
後
1
時
～
午
後
1
時
30
分

18

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

19

土

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
2
時
30
分
～
3
時

20

日

資
源
ご
み･

大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

21

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
東
公
会
堂
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

22

火

即
位
礼
正
殿
の
儀

23

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）　

24

木

霜
降

大
腸
が
ん
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
8
時
30
分
～
11
時

25

金

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
（
健
康
の
館
）　

午
後
7
時
30
分
～

26

土

し
あ
わ
せ
の
里
ま
つ
り
（
板
野
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

27

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　

午
後
2
時
～

28

月

資
源
ご
み･

大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

29

火

大
腸
が
ん
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
8
時
30
分
～
11
時

30

水

股
関
節
脱
臼
検
診　

離
乳
食
講
座　
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
前
10
時
15
分
～
10
時
40
分　

31

木

乳
児
健
診
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

当
番
医

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
～
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

10　月
5

土

三

愛

内

科
板
野
町

６
７
２

－

０
１
７
６

6

日

こ
や
ま
小
児
科
・

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
３
７

－

３
２
１
１

7

月

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

６
９
２

－

１
２
７
７

8

火

藍

住

川

島

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
９
２

－

０
１
１
０

9

水

こ
う
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
９
３

－

１
１
０
３

10

木

竹

本

内

科
板
野
町

６
７
２

－

０
１
７
４

11

金

井

上

病

院
板
野
町

６
７
２

－

１
１
８
５

12

土

福

島

内

科
板
野
町

６
７
２

－

４
９
７
０

13

日

内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
オ
ク
ム
ラ
藍
住
町

６
９
２

－

４
７
７
１

14

月

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町

６
９
３

－

０
０
８
７

15

火

三

愛

内

科
板
野
町

６
７
２

－

０
１
７
６

16

水

福

島

内

科
板
野
町

６
７
２

－

４
９
７
０

17

木

新

野

医

院
板
野
町

６
７
２

－

０
５
７
１

18

金

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

６
７
２

－

５
６
３
０

19

土

新

野

医

院
板
野
町

６
７
２

－

０
５
７
１

20

日

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町

６
９
３

－

１
１
８
８

21

月

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

６
７
２

－

５
６
３
０

22

火

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

６
９
２

－

０
３
３
３

23

水

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の
板
野
町

６
７
２

－

５
１
４
８

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

10　月
24

木

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

６
７
２

－

６
６
１
８

25

金

井

内

内

科
上
板
町

６
９
４

－

５
３
５
３

26

土

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の
板
野
町

６
７
２

－

５
１
４
８

27

日

大
久
保
内
科
藍
住
町

６
９
２

－

１
２
２
０

28

月

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

６
９
４

－

２
０
０
９

29

火

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

６
９
４

－

２
０
０
８

30

水

友

成

医

院
上
板
町

６
９
４

－

５
５
１
５

31

木

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

６
３
７

－

６
０
６
６

11　月
1

金

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

６
３
７

－

６
６
０
０

2

土

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

６
７
２

－

６
６
１
８

3

日

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
９
３

－

３
０
２
０

4

月

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
９
３

－

１
０
２
１

5

火

川

原

眼

科
上
板
町

６
９
４

－

８
３
８
８

6

水

浦

田

病

院
松
茂
町

６
９
９

－

２
９
２
１

7

木

芳

川

病

院
松
茂
町

６
９
９

－

５
３
５
５

8

金

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

６
９
９

－

２
７
８
７

9

土

井

内

内

科
上
板
町

６
９
４

－

５
３
５
３

10

日

こ
う
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
９
３

－

１
１
０
３

※ 

休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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あ
と
が
き

10月・11月の休館日　表中 
11月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

№
283

文
化
の
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
は
な
し
会 �

日
時
　
十
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
図
書
館

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

●
新
し
く
は
い
る
本 �

【
一
般
書
】

J
A
P
A
N 

B
L
U
E 

藍
染
め
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

�

辻
岡
　
ピ
ギ
ー
／
監
修

こ
の
野
菜
は
こ
う
食
べ
る

�

笠
原
　
将
弘
／
著

手
作
り
が
う
れ
し
い
木
版
画
年
賀
状

�

原
田
　
裕
子
／
著

ま
ほ
り�

高
田
　
大
介
／
著

明
日
の
僕
に
風
が
吹
く�

乾
　
ル
カ
／
著

鉄
の
楽
園�

楡
　
周
平
／
著

ノ
ワ
ー
ル
を
ま
と
う
女

�

神
護
　
か
ず
み
／
著

記
憶
の
盆
お
ど
り�

町
田
　
康
／
著

昭
和
四
十
年
男�

佐
川
　
光
晴
／
著

読
書
実
録�

保
坂
　
和
志
／
著

旅
の
作
法
、
人
生
の
極
意

�

山
本
　
一
力
／
著

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー�
ウ
ェ
イ
ク
・
ワ
ン
／
著

【
児
童
書
】

古
墳
の
な
ぞ
が
わ
か
る
本

�
河
野
　
正
訓
／
監
修

桃
太
郎
は
盗
人
な
の
か
？

�

倉
持
　
よ
つ
ば
／
著

未
来
を
変
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
図
鑑

�

ル
ー
シ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
／
監
修

ね
こ
と
ね
こ�

町
田
　
尚
子
／
作

よ
る
の
ま
ん
な
か

�

お
く
は
ら
　
ゆ
め
／
作
・
絵

も
う
ひ
と
つ
の
曲
が
り
角

�

岩
瀬
　
成
子
／
著

き
み
の
の
ぞ
み
は
な
ん
で
す
か
？

�

五
味
　
太
郎
／
作
・
絵

新
着
図
書
案
内

「
銀
座
の
紙
ひ
こ
う
き
」

�

は
ら
だ
　
み
ず
き
／
著

　
本
は
紙
で
で
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い
―
。

一
九
八
十
年
代
、
雑
誌
黄
金
期
に
紙
の

「
仕
入
」
に
奮
闘
す
る
若
者
の
仕
事
と

恋
を
描
い
た
、
ハ
ー
ト
フ
ル
な
人
間
ド

ラ
マ
。

「
水
の
絵
本
」

�

荒
井
　
良
二
／
絵

　
ど
ん
な
も
の
よ
り
す
き
と
お
っ
て
て
　

ど
ん
な
い
ろ
も
し
て
い
な
い
の
に
　
ど

ん
な
い
ろ
に
も
な
れ
る
も
の
―
。
長
田

弘
と
荒
井
良
二
の
二
人
が
紡
ぎ
だ
す
、

柔
ら
か
い
文
体
と
美
し
い
色
調
が
織
り

な
す
絵
本
。

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子
「
め
だ
か
市
」板

野
西
小
学
校

　

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
本
校

の
伝
統
的
行
事
「
め
だ
か
市
」

が
七
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
校
区
を
四
つ
の

地
区
に
分
け
た
各
地
区
の
保
護

者
と
教
員
の
五
つ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
出

し
物
を
用
意
し
、
子
ど
も
た
ち

は
縦
割
り
班
で
各
コ
ー
ナ
ー
を

回
っ
て
い
き
ま
す
。

　

輪
投
げ
や
ボ
ー
ル
送
り
ゲ
ー

ム
、
く
じ
引
き
に
花
火
大
会
等

い
ず
れ
の
コ
ー
ナ
ー
も
子
ど
も

た
ち
は
と
て
も
楽
し
ん
で
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
こ
の
日

の
た
め
に
早
く
か
ら
計
画
を
練

り
準
備
を
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

る
と
そ
の
苦
労
も
吹
き
と
ん
だ

と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
は
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
顔
を
知
り
、
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
、
郷
土
を
愛
す
る
心

が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
「
め
だ
か
市
」
は
学
校

と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
未

来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
く
大
切
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

　

板
野
町
で
お
住
ま
い
の
妊

娠
中
の
方
か
ら
子
育
て
中
の

方
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
予
防
接
種

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
、

お
子
様
の
成
長
記
録
な
ど
を

行
え
る
「
い
た
の
子
育
て
ア

プ
リ
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
周
期
や
子
ど
も
の
月

齢
・
年
齢
ご
と
に
お
役
立
ち

情
報
も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
は
無
料
で
、
家
族
間

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

ア
プ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●


